
菊岡画伯のダルマに必勝祈願

　菊岡画伯の「ダルマ市」は華やかで
2022年を飾るにふさわしい水彩画だと
感じました。縁起物の「だるまさん」は一
昔の日本のどの家にも飾ってあったもの
ではないでしょうか。ダルマの片目に梵
字「阿」を入れて願い事を祈願し、成就し
たらもう片方を入れ両眼にする。情報科
学技術が著しく発達した世の中に生きる
私たちではありますが、一方で毎年多く
の日本人が初詣に出かけ、祈願し、御守り
を買う。ダルマに必勝祈願を込めて目を
入れる。
　このような風習に科学的根拠はないと
言われる方もおられると思いますが、大
いに「ゲン」を担いで2022年が土地改良
関係者にとって良い年になってもらいた
いと願っています。
 （東京都　女性　団体職員）

進藤金日子議員の一層の活躍に期待

　進藤議員の挨拶とインタビュー記事を
読み、バッジを付けた人の政策実現力の
強さを実感しました。予算確保ととも
に、予算委員会で菅前総理からの食料安
全保障に対する国内生産の増大という画
期的答弁を得た他、議員立法により「ため
池特措法」を制定しました。
　機械化に伴い馬が繁殖用の牛に代わ
り、秋田犬などと同居していた議員の生
立ちを知り、これほど農家の実情を知り
その願いを叶えられる方はいないと思い
ます。議員は、「国民の理解が得られな
い政策は前に進まない」との信念をお持
ちです。
　再度、国政でのご活躍を切に願うもの
です。
 （埼玉県　70代男性）

進藤議員の「新たなる土地改良を拓く」
を読んで

　進藤金日子議員と石井さんの対談で進
藤議員の子供の頃のお話に驚きました。
馬、牛、田んぼ、秋田県での家族愛に満ち
たお話に心が温かくなりました。私より
少し前の世代の田舎の生活に私までうれ
しくなりました。米をどう皆に食しても
らうか。食と農の繋がりも大切なことが
よくわかりました。
　今、自分で野菜を作り、近所の農家さん
と関わり、物々交換をしたりして食べ物
をありがたく食しています。高校の娘に
畑でだいこん引いてきて、と言ったらか
ぶを引いてきて大笑いしました。
 （三重県　40代女性　パート職員）

興味深い女性リレートーク

　女性リレートークの農業土木の魅力を
伝える取組みについて大変興味深く拝見

しました。リクルート活動や現場紹介な
ど、ユーチューブを活用した情報発信
は、コロナ禍ならではのアイデアです
が、今後の農業土木を担う若手にも魅力
を伝えていくためには、継続的な発信が
重要。押味会長の年頭所感のとおり、「3K
から脱し、新3Kから新4Kを目指す」取組
として、バズることを期待します。
 （宮城県　50代男性　地方公務員）

「新たなる土地改良を拓く」に向けた
進藤先生の行動力に託します！

　バリバリの農家出身で日本農業の司令
塔農水省を経ての参議院議員でのご活躍
について、石井さんから多岐にわたる問
い掛けに、机上で得られた情報でなく実
践してきたからこそ示せる将来像、そし
てその感性、百姓の私にとって、とても響
くものがあります。
　進藤先生なら、日本農業を、農村のかじ
取りを任せられる！そう感じずにはいら
れません。今なら何とか間に合う、日本
農業を支えてきた百姓精神を後世へと繋
ぐ政治の先頭にお願いしたい！！
 （山口県　60代男性　農家）

特別企画　進藤金日子議員
新春インタビュー最高！

　現在、直面する農業農村が抱える多く
の課題がインタビューのテーマとなっ
て、進藤議員の考え方や高度な知見が端
的に表現され、土地改良に係っている者
にとって、しっかりと考え進めていかな
ければいけない行動テーマを再認識する
きっかけになったインタビュー記事でし
た。また、聞き手である石井里津子さん
との組合せは最高だと思います。素晴ら
しい対談記事に感謝します。
 （兵庫県　60代男性　団体役員）

協会報告「新・担い手三法の趣旨徹底に
向けて」に納得

　発注者として農業農村整備事業に携
わっていますが、近年、工事入札の不調・
不落が頻発し、建設業界の技術者不足が
深刻であることをひしひしと感じていま
す。建設業が若者にとって魅力のある職
業となるよう働き方改革を進める必要が
ありますが、それには受注者の努力だけ
でなく発注者側の理解と協力が不可欠で
す。工事の契約が成立せず事業に大幅な
遅れが生じたりすれば、そのしわ寄せは
受益農家が受けることになります。
　「2024年度からの時間外労働の上限規
制」をカンフル剤として官民挙げて現状
を打破し、「農家良し、受注者良し、発注
者良し」で『三方良し』の事業となるよう
発注者も意識改革していく必要があると
思います。
 （富山県　50代男性　地方公務員）
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